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報　告

承　認

原案可決

6月7日

6月20日

令和元年6月定例会 

平成30年度愛荘町繰越明許費繰越計算書の報告について
　平成30年度から令和元年度に繰り越した繰越明許費繰越計算書を報告するもの。
　※各会計別翌年度繰越額
　　・一般会計289,623千円

平成30年度愛荘町事故繰越し繰越計算書の報告について
　平成30年度から令和元年度に繰り越した事故繰越し繰越計算書を報告するもの。
　※各会計別翌年度繰越額
　　・一般会計18,339千円

愛荘町介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分につき承認を求めることについて
　介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令の施行に伴
い、10月以降の消費税増税分を財源に、低所得者の保険料軽減強化を図るために、所得段階が第1段階か
ら第3段階の保険料につき、政令で示された保険料率に改めるため、所要の改正を行うもの。
　また、併せて、賦課期日後において第1号被保険者の資格取得、喪失等があった場合の算定額の取り扱
いについて、近隣市町の状況を素に端数処理について実情に合うように改正を行うもの。

契約の締結につき議決を求めることについて
　 平成30年度工事第12号　愛荘町山川原地域総合センター増改築工事（建築）
　　　変更前の契約金額　213,516,000円　→　変更後の契約金額　234,789,840円
　　　契約の相手方　　株式会社　ヤマタケ創建（竜王町）

令和元年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　歳入歳出に2,684千円を追加し、総額を1,454,264千円とする。
　※主な補正内容
　　・介護保険システム改修・介護保険低所得者軽減対策事業による増額補正。

財産の取得につき議決を求めることについて
　令和元年度　基幹系端末およびプリンタ更新等物品購入
　　取得金額　24,571,728円
　　契約の相手方　　日本ソフト開発株式会社（米原市）

損害賠償の額を定めることについて
　平成31年4月27日に秦荘庁舎東側駐車場で実施した秦荘地区金属性粗大ごみ回収において、搬入ごみ荷
降ろし作業をしていたところ、突風に煽られたトタン板が搬入車両に当たり損害を与えた件について損
害賠償額を定めるもの。
　　※損害賠償金　326,745円

損害賠償の額を定めることについて
　平成30年12月23日に秦荘中学校で開催されたバレーボールの強化試合に参加していた生徒が、宿泊先
の秦荘中学校セミナーハウスにおいて、高温の湯舟に入り両足を中心に火傷を負った件について損害賠
償額を定めるもの。
　　※損害賠償金　2,855,536円

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第３号）
　　歳入歳出に3,183千円を追加し、総額を9,066,681千円とする。
　※主な補正内容
　　・損害賠償による増額補正。

各常任委員会閉会中の継続調査について
　総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を行いたい
旨の申し出があったもの。

議員派遣について

　６月定例会が６月６日から２０日まで１５日間開催された。
　初日開会後、議長・副議長より辞職願が提出されことから、正副議長の選挙を行った。
　今期定例会の一般質問は、第１日目（6/6）は４議員、第２日目に７議員の一般質問を行った後議案審議に移り、町
長から提案のあった報告２件、承認案件３件、一般会計補正予算１件、特別会計補正予算１件の審議を行った。
　（※一般質問概要は、６ページから）
　最終日の２０日には、特別会計補正予算１件のほか、町長から追加提案された議案４件、議員提案の４案件の審議を
行った。
　会期中の各常任委員会では、今年度の事業進捗状況を担当課の報告に基づき、町長・政策監・担当課長・担当職員の
出席のもと、活発な質疑が行われた。

賛否が分かれた議案
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※議長 竹中秀夫は採決に
　加わっていません。
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愛荘町税条例の一部を改正する条例の専決処分につき承
認を求めることについて
　地方税法等の一部を改正する法律が交付され、平成３１年4月１日
から施行されることに伴い所要の改正を行うもの。

愛荘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決
処分につき承認を求めることについて
　地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、国民健康
保険基礎課税額の課税限度額ならびに５割軽減および２割軽減の対
象世帯に係る所得判定基準が改正されたことにより、本条例の規定
について所要の改正を行うもの。

令和元年度愛荘町一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出に105,549千円を追加し、総額を9,063,498千円とする。
※主な補正内容
　・保育料無償化事業によるもの。
　・国のプレミアム付商品券事業に伴う事務経費・事業経費の追加。
　・介護保険料低所得者軽減対策事業にかかる増加。
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6 月定例会開会日（６月６日）議長・副議長の選挙が行われ、それに伴う
議会人事の変更がありました。
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議長　竹中　秀夫副議長　伊谷　正昭


